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ひとつのつぼみはいちどしかひらかない 文責：校長 佐々木

熱気で雨を吹き飛ばし
～体育祭を振り返って～

8月28日（日）午前6時。雨が静かに降っていました。しかし、少しずつ晴れに向かっていく天気
予報、水はけのよい校庭、何より熱い生徒のモチベーション
などなど、様々なことを考慮して、実施を決めました。ただし、グ
ラウンドコンディションを整える必要があったので、各学年の徒
競走と八戸小唄流し踊りをやむなくカットし、縮小プログラムで
行いました。
10時から始まった体育祭。雨が上がり、美しく整地された校

庭では開会式恒例の聖火入場が行われました。3学年代表生
徒がりりしい姿で聖火をリレーしていきます。それぞれのトーチ
に火を移す場面で、報道部から

一人一人の活躍が紹介され、ひと言ひと言に胸が熱くなりました。
紅軍青軍の両団長による選手宣誓では、体育祭が開催されるこ

とへの感謝や仲間にかける想いが、気合十分の声で校庭中に響き
渡りました。
体育祭は、生徒自身が用具や審判、記録等の係の仕事を行いな

がら競技に参加します。どの生徒も走り回ったり、手が空いていると
きは自軍を応援したりと大忙しです。
午後の最初はお待ちかねの応援合戦。この日まで互いの軍のパフォーマンスを見ていなかった

ので、生徒たちは前のめりで他軍を見守ります。始まる前の「頑張
ってねー！」、終わった後の「お疲
れー！」という声の掛け合いから
は、互いを思いやる気持ちが伝わ
ってきました。どの生徒の顔も充実
感でいっぱいです。
始業式の前日の全校出校日と

合わせて、体育祭の全校練習は2
回、学年の種目練習は各3回と、とても少ない練習時間に集中して取り組み、体育祭は大成功に終
わりました。
総合優勝は紅軍、応援合戦青軍と勝敗はつきました。しかし、紅軍団長の「応援合戦のとき相手

に対して『頑張れ！』といえる皆さんがすごいと思う。4日間短くていろいろあったけれど、最後に笑っ
て終われることがうれしい。」、青軍団長の「最終的な勝敗はごく一部。そこに至るまでの過程を次
につなげるプラス思考で行きましょ
う。」という言葉が今年の体育祭をす
べて物語っていると、頼もしく感じた、
夏の終わりの一コマでした。
体育祭の詳細は、小中野中ブログ

を要チェック。みんながHEROでした。

ああ青春の解団式！



総合力で校庭を美しく

晴天のもと親子除草を実施しました。 ９月の行事予定
８月２１日（日）朝７時から、１週間後の体育祭 １日（木）生徒委員会

に向けて親子除草を行いました。 ５日（月）８/２８分の振替休業日
生徒たちは部活動ごとに割り当てられた場所 ※この日市内は「手作り弁当の日」

を、保護者の皆さんは花壇や校地外周の草刈りな ですが本校は９/１７に変更します。
ど、約１時間汗を流して作業に当たりました。 ６日（火）夏服登校

全校朝会
職員会議（秋季大会）

７日（水）避難訓練（津波避難想定）
部休日

１２日（月）３年生修学旅行
（～１４日 岩手・仙台方面）

１３日（火）１・２年生校外学習
１年生：小川原湖青年の家
２年生：盛岡自主見学

１５日（木）市中体秋季大会壮行会
１７日（土）～１９日（月）

市中体秋季大会
早朝とはいえ、夏らしい暑さの中、感染対策とし ２０日（火）９/１７分の振替休業日
て隣との距離を保ちながらも、生徒たちは楽しそう ２１日（水）秋季大会報告会
に、保護者の皆さんは黙々と、あるいはお子さんに ２２日（木）９/１８分の振替休業日
ついての情報交換をしながら、マスク越しの笑顔 ２３日（金）秋分の日
で和気あいあいと取り組んでいました。 テスト週間（～２９日）
さらにこの日は親父の会の皆様も参加くださり、 ２７日（火）教育指導課・総合教育セン
丁寧に作業してくださいました。 ター・こども支援センター

学校訪問
３０日（金）３次考査

おかげさまで、花壇がよみがえ
り、校地もすっきりし、気持ちの良
い環境の下で体育祭を迎えるこ
とができました。
体育祭前の恒例とはいえ、早

朝からの作業に参加してくださっ
た皆様ありがとうございました。

始業式で紹介した本の話
2学期の始業式で紹介したのは、「西の魔女が

死んだ（梨木香歩 著）」という小説です。 寄贈のお知らせ
「魔女」や「死んだ」という言葉から、得体 本校の卒業生であり、PTA活動に

のしれないものを感じるかもしれませんが、実 も積極的に関わってくださった町田
はとても穏やかな小説です。 澄子様から、本校の創立に関わる貴
私はこの本を読むと決まって、ジャムを作り 重な資料を数多く御恵与いただきま

たくなったり、食器を丁寧にふきたくなったり した。
します。 資料館で大切に保管し、今後に役
何かに行き詰ったとき、どうしていいかわか 立てて参ります。

らないとき、なんとなく隣にいてくれるような 町田様、わざわざ御持参くださり、
本です。 本当にありがとうございました。
秋の始まりの疲れたとき、ちょっと読んでみ

ませんか。大人の方にもお勧めです。


